
教育部

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和２年度～令和３年度

《全体事業計画》

事業期間：令和２年度～令和３年度

③中学校改修事業
≪継続≫

生徒が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

●大規模改修
 ・秋月中屋体外壁及び防水改修工事
 ・富田中特別教室棟防水改修工事
●トイレ改修
 ・太華中、菊川中、桜田中、須々万中

現計予算額 300,656 ( 384,399 )

財
源

国県 87,294 地方債 200,300

その他 12,000 一財 1,062

＊令和２年度繰越事業を含む
＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

令和３年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和３年度 予算額及び財源内訳

令和３年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

①奨学金貸付等基金事
業
≪拡充≫

●令和３年度から改正
 ・高校生等に対する一般奨学金を18,000円と24,000円
の選択制に
 ・大学生等を対象とする定住促進奨学金10,000円に加
え20,000円を創設し選択制に

教育政策
課

現計予算額 2,574 ( 2,323 )

財
源

国県 地方債

その他 2,474 一財 100

事業目的及び事業概要

奨学金を貸付けまたは給付することで、経済的
理由により修学が困難な生徒・学生の修学機会
を確保します。

②小学校改修事業
≪拡充≫

●大規模改修他
 ・徳山小管理特別教室棟防水改修工事
 ・富田東小屋体照明改修工事
 ・富田西小教室棟他外壁及び防水改修工事
 ・菊川小管理棟他外壁及び防水改修工事
 ・和田小管理特別教室棟屋根及び外壁改修工事
 ・遊具改修工事
●小中一貫教育の実践に伴う改修
 ・鹿野小管理教室棟改修工事
●トイレ改修
 ・今宿小、沼城小、勝間小

現計予算額 562,354 ( 38,502 )

財
源

国県 126,473 地方債 408,600

その他 26,000 一財 1,281

＊「その他」の財源のうち432千
円は「ふるさと周南応援寄付金」
から、2,040千円は「奨学金貸付
等基金」より充当

児童が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

＊令和２年度繰越事業を含む
＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当
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教育部

令和３年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和３年度 予算額及び財源内訳

令和３年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

　

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

本市へ渡来するツルの羽数を増やすため、渡来
ツルの越冬環境整備や保護ツルの移送・放鳥に
取り組みます。

社会全体で子供たちを見守り育むため、学校・
家庭・地域が協働して取り組む仕組みづくりを推
進します。

一財

一財 4,108

●市民センター等での人権教育講座（ハートフル人権
セミナー）の開催（開催場所；17か所　講師；徳山大学留
学生、社会福祉協議会、市職員　他）

現計予算額 192 ( 212 )

財
源

国県 80 地方債

その他 一財 112

●児童の放課後の居場所となる放課後子供教室の実
施
●保護者等を対象とした家庭教育講座の開催や、家庭
教育支援チームの活動を支援
●学校と地域をつなぐため中学校区ごとに配置する地
域学校協働活動推進員の活動を支援

現計予算額 12,244

市民センター等を会場として人権教育講座を行
うことにより、地域住民の人権意識の向上を図り
ます。

その他

人権教育
課

その他 682

財
源

国県 80 地方債

●周南市人権教育推進協議会の運営(委員21名　年2
回開催)
●地域人権教育連絡協議会の運営(委員10名　年2回
開催）
●ブロック人権教育推進協議会の活動支援（出前講
座、教材貸出、消耗品費等配当　他）
●地域等における人権教育講演会の開催支援（講師紹
介、謝金2万円配当　他）

⑤学校・家庭・地域の連
携協力推進事業
≪継続≫

⑥人権教育講座運営事
業
≪継続≫

⑦地域人権教育推進事
業
≪継続≫

( 12,980 )

現計予算額 762 ( 1,477 )

財
源

国県 8,136 地方債

生涯学習
課

現計予算額 16,422 ( 19,244 )

財
源

国県 9,556 地方債

その他 3,122 一財 3,744

10ブロックに分けた各地域の特色を生かした人
権講演会等の開催を支援することで、人権意識
の向上を図ります。

④鶴保護対策事業
≪継続≫

●周南市ツル保護協議会の方針に沿い、保護及び増
羽に資する取組を実施
●地域住民やボランティアと協力して、ツルのねぐらや
餌場などの生息環境整備を実施
●鹿児島県出水市から保護ツルを八代に移送し、一定
期間飼育のうえ放鳥する取組を実施
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教育部

令和３年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和３年度 予算額及び財源内訳

令和３年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

概算事業費　184,754千円（令和2年～令和4年）

《全体事業計画》

事業期間：平成24年度～毎年度実施

概算事業費　4,236千円

《全体事業計画》

事業期間：平成30年度～継続中

概算事業費　33,726千円

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～毎年度実施

概算事業費　38,268千円

その他 一財 4,236

●小・中学校に設置している学校運営協議会の運営支
援
●地域の学習拠点としての学校の役割を発揮し、地域
教育力の活用と学校の教育機能の地域への提供を行
いながら、学校の良さの更なる伸長と問題解決に保護
者・地域が協働実践する地域づくり、学校づくりを推進

現計予算額 4,236 ( 4,336 )

国県財
源

地域の特性を活かした特色ある学校づくりを進
め、コミュニティ・スクールの仕組みを生かして
「地域とともにある学校づくり」を一層推進します。

 教員が子どもと向き合う時間を十分確保し、本
来担うべき業務に専念できるよう、授業準備や学
級事務等の補助業務を行う支援員を小中学校
に配置します。 ●教員が子どもと向き合う時間を十分確保し、本来担う

べき業務に専念できるよう、コロナ禍における校内の消
毒作業や授業準備、学習評価等の補助業務を行う学校
業務支援員を増員し、小・中学校に配置

現計予算額

地方債

●英語教育及び外国語活動、国際理解教育の推進・向
上を図るため、小・中学校へ外国語指導助手15名を配
置
●夏季休業中のスピーチコンテスト指導の実施

現計予算額 66,401 ( 67,676 )

財
源

国県 地方債

その他 30,000 一財 36,401

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

英語教育及び外国語活動を推進し、国際理解
教育の推進やグローバルな視点をもった人材の
育成に取り組みます。

⑧英語教育推進事業
≪継続≫

⑩学校業務支援員配置
事業
≪拡充≫

学校教育
課

33,726

⑨コミュニティ・スクール
事業
≪継続≫

その他 一財 18,738

( 20,164 )

財
源

国県 14,988 地方債

⑪ＧＩＧＡスクール構想
推進事業
≪新規≫

デジタルによる学習展開などＩＣＴの「学び」への
活用と、より高い水準の教育情報化により、学習
指導の充実及び深化による教育水準の向上を
図ります。 ●１人１台端末等の機器を有効に活用した円滑な授業

展開などについて教員を支援するため、ＩＣＴ支援員を
配置
●子どもたちに個別最適化された資質・能力育成をして
いくため、GIGAスクール構想の実現によるICT教育環境
を整備

現計予算額 38,268 ( 0 )

財
源

国県 地方債

その他 21,000 一財 17,268

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当
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教育部

令和３年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和３年度 予算額及び財源内訳

令和３年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～毎年度実施

概算事業費　2,641千円

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度

概算事業費　2,700千円

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和2年度～令和5年度

概算事業費：257,386千円

各学校給食センターの円滑な運営により、児童
生徒に安心安全でおいしい学校給食を安定供
給します。

専門的知識・技術を有する外部指導者による指
導により、生徒の技術向上等、部活動の充実を
図ります。教員の部活動指導に係る負担軽減を
図ります。

●市内6か所の学校給食センターの管理運営
●新南陽学校給食センターにおいて、ＰＦＩ事業者が行
う運営・維持管理業務のモニタリングを実施

現計予算額 604,548 ( 599,253 )

財
源

国県 地方債

その他 1,635 一財 602,913

学校給食
課

⑬やまぐち部活動改革
推進事業
≪新規≫

その他

その他

学校教育
課

＊「その他」の財源のうち1,300
千円は「子ども未来夢基金」から
充当

⑭学校給食管理運営事
業
≪継続≫

現計予算額 2,700 ( 0 )

財
源

国県

1,000

2,700 地方債

財
源

一財

15,807

0

国県 地方債 96,900

その他 一財

112,707 ( 5,923 )

2,641 ( 0 )

国県⑫部活動指導員配置事
業
≪新規≫

財
源

1,404 地方債

現計予算額

⑮学校給食センター解
体事業
≪継続≫

●国が進める、休日（土・日・祝日）の部活動に係る地域
スポーツ・文化活動への段階的移行を踏まえ、中学校1
校において地域指導者6名を配置し、実践研究を実施
●教員の休日の部活動指導に係る負担を軽減し、ワー
ク・ライフ・バランスの取れた働き方を推進

●旧徳山西学校給食センターを解体
(1)　解体工事
(2)　解体前の廃棄物処理、工損調査

現計予算額

一財

237

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

専門的知識・技術を有する外部指導者による指
導により、生徒の技術向上等、部活動の充実を
図ります。教員の部活動指導に係る負担軽減に
より、生徒指導等、教育環境の充実を図ります。 ●中学校の部活動において、生徒の能力に応じた適切

な練習法の導入等、部活動の質的向上を図るため、専
門的知識・技術を有する外部指導員を6名配置
●教員の部活動指導に係る負担を軽減し、生徒指導や
授業準備等、専門性を活かした業務の時間を確保

新たに新南陽学校給食センターを設置したこと
に伴い、既存の2センター（徳山西、新南陽）を解
体・除去し、その後の土地売却・転用等により、
跡地の有効活用を図ります。
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教育部

令和３年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和３年度 予算額及び財源内訳

令和３年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

《全体事業計画》

事業期間：令和3年度～毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和3年度～

⑲新型コロナウイルス対
策費（電子図書館サー
ビス）
≪新規≫

新型コロナウイルス対策の一環として、利用者の
利便性の向上を図るために、図書館に出向くこと
なく、在宅で電子書籍を閲覧、貸出できる、電子
図書館サービスを開始します。

●システム構築、サービス開始

現計予算額 9,966 ( 0 )

財
源

国県 9,966 地方債

その他 一財 0

●学校給食費の徴収業務に係る事務

現計予算額 2,965 ( 0 )

財
源

国県 地方債

その他 一財 2,965

公金としての安全性を担保し、保護者の利便性
の向上を図るとともに、教職員の事務負担の軽
減につなげます。

●多様化するニーズに応えるべく、新鮮で広範囲にわ
たる資料を収集

現計予算額 34,578 ( 34,578 )

34,516

財
源

国県 地方債

その他 62 一財

生涯学習時代の多くの利用者の期待に応えられ
るよう、新鮮で広範囲にわたる図書館資料の収
集、充実に努めます。

学校給食
課

⑰図書館管理運営費
≪継続≫

中央図書
館

現計予算額

⑱図書館資料購入費
≪継続≫

⑯学校給食費徴収事務
費
≪新規≫

財
源

176,025 ( 177,059 )

国県 地方債

その他 10,687 一財 165,338

図書館サービスの向上と読書活動の推進を図る
ために、市内6館の連携を深め、円滑な図書館
運営と利用しやすい図書館づくりに努めます。

●市内6館（中央・新南陽・福川・熊毛・鹿野・徳山駅前）
の管理・運営
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１．小・中学校改修事業（事業費 ８６３，０１０千円） 

 

（１）小学校改修事業（事業費 ５６２，３５４千円（事務費４１４千円及び前年度繰越事業費を含む））  

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

徳山小学校管理特別教室棟防水改修 現年 ３３，２２０千円 
経年劣化が著しい管理特別教室棟の防水シートの張り

替え等を実施する。 

富田東小学校屋体照明改修 現年 ９，４６２千円 体育館のすべての昇降式照明をＬＥＤ照明に更新する。 

遊具改修 現年 １３，０００千円 

「周南市学校施設等長寿命化計画」策定の中で実施した遊

具点検の結果を踏まえ、劣化が著しい遊具を撤去及び更新

する。 

鹿野小学校管理教室棟改修 現年 １０，６４２千円 
本市初となる小中一貫教育の実践に向けて、普通教室、

特別支援教室、職員室等を改修する。 

小学校外壁・防水改修 

（菊川、富田西） 
繰越 ２１１，１８９千円 

経年劣化が著しい校舎の外壁及び屋上防水を一括して

改修する。 

和田小学校管理特別教室棟 

屋根・外壁改修 
繰越 １１６，２７０千円 

経年劣化が著しい管理特別教室棟の屋根の張替え及び

外壁を一括して改修する。 
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小学校トイレ改修 

（今宿、沼城、勝間） 
繰越 １６８，１５７千円 

トイレの洋式化を図るため、今宿、沼城、勝間の各小学

校のトイレを改修する。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳山小学校管理特別教室棟(防水シート)】 【富田東小学校屋体(ＬＥＤ照明)】 【大河内小学校(鉄棒)】 

【富田西小学校教室棟(外壁・防水)】 【和田小学校管理特別教室棟(屋根・外壁)】 【沼城小学校管理教室棟(トイレ)】 
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（２）中学校改修事業（事業費 ３００，６５６千円（事務費３４５千円及び前年度繰越事業費を含む）） 

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

富田中学校特別教室棟防水改修 現年 ３８，４２３千円 
経年劣化が著しい特別教室棟の防水シートの張り替え

等を実施する。 

秋月中学校屋体外壁・防水改修 繰越 ５３，３６１千円 
経年劣化が著しい体育館の外壁及び屋上防水を一括し

て改修する。 

中学校トイレ改修 

（太華、菊川、桜田、須々万） 
繰越 ２０８，５２７千円 

トイレの洋式化を図るため、太華、菊川、桜田、須々

万の各中学校のトイレを改修する。 

 

 

 

       

【富田中学校特別教室棟(防水)】 【秋月中学校屋体(外壁・防水)】 【太華中学校管理特別普通教室棟(トイレ)】 
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２．ＧＩＧＡスクール構想推進事業 ≪新規≫ 

 事業概要  ※ＧＩＧＡスクール構想の加速化に伴う、児童生徒１人１台端末他ＩＣＴ機器整備は令和２年度中に完了予定 

  ○ 教員、児童生徒がともに積極的にＩＣＴを活用できるよう教育委員会と各学校との連携による協力体制を構築。 

○ ＩＣＴ支援員の配置による授業支援や校内研修など授業づくりに対し支援し、教職員の資質を向上。 

○ デジタル教科書（国の実証事業に参加）、学習総合支援システムを導入し、個別最適化された学びや、協働的な学びなど 

様々な学習展開へ対応することから、より質の高い学びを実現し、「確かな学力」を育成。  

  予算額：３８，２６８千円 
 
   ◆教育用ＩＣＴ機器等整備の実績及び予定 

Ｒ元年度以前 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

●国の事業計画 

 

 

 

   

●学習者用端末 

☆整備済(H28-30) 
小 895 台 
中 388 台 
計 1,283 台(Windows) 

 

   

●その他ＩＣＴ機器等 

☆整備済(H28-30) 
・校内 LAN ネットワーク 
  各 41 校 
・大型ディスプレイ 

計 160 台 

 

 

 

   

●学校 ICT の利活用促進 

     

 

小・中学校学年 

9,934 台整備(iPad) 

環境整備５か年計画（H30 年度～R4 年度） 

GIGA スクール構想（R 元年度～ 

▲GIGA スクール構想の加速化 

（１人１台端末整備の前倒し） 

完 

了 
保守・維持管理 

校内 LAN 高速化・ 
普通教室無線 LAN 整備 

各 41 校（R2 年度） 

電源キャビネット 
(R2 年度) 
計 374 台 

大型ディスプレイ 
(R2 年度) 
計 415 台 

書画カメラ 41 台、 
家庭貸出用ﾓﾊﾞｲﾙ 

ﾙｰﾀ(R2 年度) 

・デジタル教科書実証事業 

・学習総合支援システム（R2 から継続） 

・ICT 支援員配置 

完 

了 

保守・維持管理 
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３．部活動指導員配置事業・やまぐち部活動改革推進事業 

 

【部活動指導員配置事業（予算額：2,641 千円）】 

 ○１人ひとりの生徒の能力に応じた適切な練習法の導入等、部活動の質的向上を図るため、専門的知識・技能を有する外部人材６名を  

部活動指導員として中学校に配置。 

 ○教員の部活動指導に係る負担軽減等、持続可能な部活動運営体制の構築及び教職員のワーク・ライフ・バランスの実現を図る。 

 

【やまぐち部活動改革推進事業（予算額：2,700 千円）】 

 ○令和５（2023）年以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向け、地域人材や運営団体の確保、費用負担の在り方等の課題や成果を 

整理・検証するため、拠点校（秋月中学校）において実践研究を実施。 

 ○教員の部活動指導に係る負担軽減等、持続可能な地域スポーツ・文化活動組織体制の構築及び教職員のワーク・ライフ・バランスの

実現を図る。 

 

 部活動指導員配置事業 やまぐち部活動改革推進事業 

配置校 秋月中（４部活）、岐陽中（１部活）、富田中（１部活） 

秋月中（６部活） 

 男子ソフトテニス部、女子ソフトテニス部、 

 軟式野球部、卓球部、女子バレーボール部、吹奏楽部 

身 分 市会計年度任用職員として任用された学校職員 地域のスポーツ・文化活動の指導者 

事業内容 

主に平日の部活動において、顧問教諭と連携して指導に

あたるとともに、必要に応じて、休日の指導や大会等へ

も引率指導にあたる。 

休日の部活動を地域部活動とみなし、地域部活動の指導

者として指導。 

勤務（指導）時間 
原則として１日に２時間程度、１週間あたり 7 時間以内

とし、年間２４５時間を上限。 

土・日又は祝日については原則３時間以内、１週間あた

り１日を基本とし、年間４３日を上限。 

大会・練習試合

等の引率 
山口県中学校体育連盟の大会等公式戦にも引率可。 

山口県中学校体育連盟の大会等、学校教育の部活動とし

て参加する大会等には参加できない。練習試合や教会

等、地域のクラブチーム等で参加できるものは参加可。 
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４．学校・家庭・地域の連携・協力推進事業 

 

○事業目的 … 子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで支える 

中学校区単位 コミュニティ・スクールを核として、学校・家庭・地域が連携・協働（ 幅広い地域住民の参画 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

放課後子供教室      予算：１０，６０１千円 

 

・希望する全児童対象、地域の実情に応じた体験提供 

・全２７小学校区に３２教室 

・協働活動サポーター ２６９人（R3.2 現在） 

 

●児童クラブとの一体的な実施 １６教室 

サポーター研修（プログラム充実や安全管理など） 

家庭教育支援       予算： １，１５７千円 

 

・保護者の家庭教育や子育ての悩み解消を支援 

・家庭教育支援チーム ６チーム ７３人（R3.2 現在） 

 

●チームの活動支援、チーム員研修 

地域と学校の連携・協働  予算：   ４８６千円 

 

・中学校区単位で学校と地域の連携をコーディネート 

・地域学校協働活動推進員 １４人（R3.2 現在） 

 

●推進員の活動支援、推進員研修 

地域における関係者との交流機会提供 

【別事業】児童クラブ事業    予算：２７４，２０８千円 

 

・就労等のため家庭で保育できない児童対象、安全な居場所提供 

・２４小学校区２５クラブ       

・放課後児童支援員など（会計年度２２８人＋社協委託 R2.4 現在） 

【新・放課後子ども総合プラン】（厚生労働省／文部科学省）  

                            児童クラブの追加整備、放課後子供教室との一体的な実施促進 

【地域学校協働活動】 

連携 
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５．学校給食費徴収事務 

 

 

 

 

 

公金としての安全性を担保し、保護者の利便性の向上を 

図るとともに、教職員の負担軽減につなげる。 

【国・県の通知等】 

・文部科学省「学校における働き方改革に関する緊急対策」 

・山口県「学校における働き方改革加速化プラン」 

⇒学校給食費徴収・管理業務の改善・充実を図る必要性 

 

【本市の学校給食費の現状】 

・合併当初から旧 2 市 1 町は公会計 

 （熊毛地域は H16 から公会計へ移行） 

・各小中学校が集金し、一般会計へ納付 

 （学校によって、現金集金・口座振替の手法は異なる） 

 

【学校給食費管理システム導入による効果】 

・保護者の利便性の向上 

・集金袋の廃止による安全性の向上 

・教職員の負担軽減 

・督促・催告等の事務の効率化 

１．事業の目的 

２．事業の必要性・具体的効果 

☆契約 　　 ☆操作説明

要件確認

　　☆要件確定 サーバセットアップ

　　カスタマイズ 児童生徒、口座情報入力

 （周南市作業）

システムテスト

運用テスト ☆本稼働

検収★

事業スケジュール
6月 8月 10月 12月 4月令和2年4月 令和3年2月

●集金袋から口座振替への変更による収納率低下の懸念 

⇒・口座振替不能者への納付書発行 

・コンビニ収納の導入 

・滞納者に関する情報を学校から聞き取り 

・就学援助費のうちの給食費は、学校給食課が直接受領する 

仕組みを導入（年度末に一括処理） 

・児童手当から学校給食費（滞納分）を引き去る仕組みを導入 

 

●喫食数の管理、納付時期の調整 

⇒・各学校においてシステム取込用のエクセルシートに個人ごと 

の喫食情報を入力し、学校給食課がとりまとめる。 

  ・学校によって異なる納付時期を市内で統一する。 

３．事業実施上の課題・対応策 
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６ 電子図書館サービス事業 

 

事業の目的 

〇 新型コロナウイルス対策の一環として、図書館に来館することなく、ＷＥＢ上で、在宅のまま、資料の閲覧、貸出ができる

電子図書館サービスを提供することで、利用者の利便性の向上を図る。 

 

 

電子図書館サービスを行う利点について 

〇 図書館への来館が困難な人、もしくは困難な状況下においても、インターネット環境があれば、利用者へサービスを提供す

ることができる。 

〇 白黒反転、拡大、文字読み上げなどが可能な電子書籍を導入することで、障害者に対するサービスの拡充を図ることができ

る。 

〇 独自のデジタル資料を収蔵し、閲覧等に供することができる。 

 

 

令和３年度予算額 

   〇 システム構築に関する経費   ７７万円 

   〇 クラウド使用料        ６６万円 

〇 電子書籍使用料       ８５３万６千円 

 

 

 

※ システムイメージ                                
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